
「今、いのちがあなたを生きている」 （号外）２０１０年 １２月１日

２０１１年 宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌テーマ

三条教区 宗祖親鸞聖人７５０回御遠忌

お待ち受け法要兼三条別院報恩講
三 条 教 区 御 遠 忌 ス ロ ー ガ ン 「おめさん そろ っと参ろうて ～私を新発見 ～」

二
〇
一
〇
年
、
十
一
月
五
日
か
ら
八
日
、
三
条
別
院
に

於
い
て
、
三
条
教
区

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌

お
待
ち
受
け
法
要
兼
三
条
別
院
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
法
要
は
、
例
年
の
報
恩
講
と
は
異
な
り
、
お
待

ち
受
け
法
要
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
六
日
の
初

日
中
法
要
か
ら
は
、
大
谷

修

御
鍵
役
か
ら
御
出
仕
を

い
た
だ
き
、
八
日
の
結
願
日
中
法
要
に
は
、
大
谷

暢
顯

御
門
首
の
御
出
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
が
、
連
日
各
組
か
ら

の
団
体
参
拝
が
あ
り
、
四
日
間
で
約
二
〇
〇
〇
人
の
同
信

同
行
の
方
が
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰

敬

式

十
一
月
六
日
か
ら
八
日
に
は
、
帰
敬
式
が
執
り
行
わ
れ
、

五
日
・
六
日
は
大
谷

修

御
鍵
役
か
ら
執
行
し
て
い
た

だ
き
、
八
日
は
大
谷

暢
顯

御
門
首
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
度
の
法
要
で
、
百
四
十
四
名
の
御
門
徒
が
帰
敬
式

を
受
式
さ
れ
、
新
た
に
仏
弟
子
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

お

練

り

・

採

納

式

十
一
月
五
日
、
三
条
別
院
報
恩
講
冥
加
米
・
坊
守
会
打

敷
・
第
二
十
組
花
瓶
の
採
納
式
に
先
立
ち
、
本
寺
小
路
か

ら
三
条
別
院
ま
で
総
勢
３
０
名
程
で
お
練
り
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
降
る
天
候
の
中
、
大
勢
の
参
加
者
と

共
に
本
寺
小
路
を
練
り
歩
き
、
お
練
り
終
了
後
、
三
条
別

院
本
堂
に
於
い
て
、
採
納
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

採
納
式
で
は
、
御
遠
忌
委
員
会
教
化
伝
道
部
会
主
査

楠

雅
丸
氏
よ
り
三
条
別
院
報
恩
講
冥
加
米
の
目
録
が
、

三
条
教
区
坊
守
会
長

澤
田
祥
子
氏
よ
り
打
敷
の
目
録
が

第
二
十
組
組
長

青
木

仁
氏
よ
り
花
瓶
の
目
録
が
、
、

そ
れ
ぞ
れ
藤
坂
初
裕
三
条
別
院
輪
番
に
贈
呈
さ
れ
た
。

三
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教

区

御
遠
忌
通
信
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御

伝

鈔

・

御

絵

伝

十
一
月
五
日
・
六
日
、

逮
夜
法
要
が
勤
め
ら
れ

た
後
、
御
伝
鈔
が
拝
読

さ
れ
ま
し
た
。

親
鸞
聖
人
の
三
十
三

回
忌
に
あ
た
る
、
建
仁

二
年
（
一
二
九
四
年
）

に
親
鸞
聖
人
の
曾
孫
で

あ
る
第
三
代
・
覚
如
上

人
が
、
親
鸞
聖
人
の
遺

徳
を
讃
え
た

『
報
恩
講
私
記
』
を
あ

ほ

う
お
ん
こ
う
し
き

ら
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
『
親
鸞
伝
絵
』
を
制
作
さ
れ

し
ん
ら
ん
で
ん
ね

ま
し
た
。
『
親
鸞
伝
絵
』
と
は
、
親
鸞
聖
人
の
生
涯
を
著
し

た
伝
記
絵
で
、
詞
書
（
こ
と
ば
が
き
）
と
絵
と
を
交
互
に
連

ね
た
絵
巻
物
で
あ
る
。
こ
の
詞
書
の
部
分
を
『
御
伝
鈔
』
、

絵
の
部
分
を
『
御
絵
伝
』
を
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
三
条
別
院
報
恩
講
か
ら
、
参
拝
者
に
少
し
で
も

『
御
伝
鈔
』
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
堂
内
を
暗
く

し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

『
御
絵
伝
』
を
映
し

出
し
て
『
御
伝
鈔
』

が
拝
読
さ
れ
ま
し
た
。

拝
読
者
は
、
上
巻

藤
坂
初
裕
氏
（
三
条

別
院
輪
番
）
・
下
巻

源
川
秀
教
氏
（
第

十
一
組

圓
満
寺

住
職
）
に
拝
読
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

文

弥

人

形

公

演

十
一
月
七
日
の
御
逮
夜
法
要
後
、
佐
渡
市
野
浦
地
区

の

う

ら

野
浦
双
葉
座
に
よ
る
文
弥
人
形
の
公
演
「
蓮
如
上
人
御
一

ふ

た

ば

ざ

代
記
・
嫁
威
肉
付
の
面
」
が
行
わ
れ
た
。

よ
め
お
ど
し

文
弥
人
形
と
は
、
小
木
の
説
経
人
形
使
い
大
崎
屋
松
之

助
と
沢
根
の
文
弥
語
り
伊
藤
常
盤
一
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た

人
形
芝
居
で
、
今
か
ら
三
百
年
前
に
京
都
の
岡
本
文
弥
が

創
始
し
た
文
弥

節
を
下
地
と
し

て
、
新
穂
の
須

田
五
郎
左
衛
門

が
京
都
か
ら
持

ち
帰
っ
た
説
経

語
り
の
人
形
を

改
良
し
た
も
の

が
使
わ
れ
た
。

独
特
な
哀
愁
を

帯
び
た
節
ま
わ

し
や
時
に
は
勇

ま
し
く
動
き
ま

わ
る
人
形
な
ど

が
、
佐
渡
の
風

土
に
合
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、

広
く
島
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
大
正
時
代
末
期
頃
か
ら
後
継
者
が
減
り
、
一

時
は
消
滅
の
危
機
を
迎
え
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九

七
七
年
）
佐
渡
人
形
芝
居
保
存
後
援
会
が
設
立
さ
れ
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
〇
〇
人
の
参
詣
者
が
こ
の
力
強
い
文
弥
人

形
を
楽
し
ん
だ
。

講
話
・
法
話

記
念
講
演
・
記
念
懇
親
会

今
回
の
法
要
で
は
、
三
条
教
区
御
遠
忌
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
お
め

さ
ん

そ
ろ
っ
と
参
ろ
う
て

〜
私
を
新
発
見
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
話
・
法
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

五
日
に
は
、
作
家

田
口

ラ
ン
デ
ィ
氏
、
六
日
は
元
親
鸞

仏
教
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

武
田

定
光
氏
、
七
日
に
は
大
谷

中
・
高
等
学
校
長

真
城

義
麿
氏
、
そ
し
て
八
日
に
は
今
回
の

法
要
の
記
念
講
演
と
し
て
、
元
大
谷
大
学
学
長
の
小
川

一
乘
氏

を
講
師
に
迎
え
、
「
念
仏
成
仏
こ
れ
真
宗
」
を
講
題
に
お
話
し

い
た
だ
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「
新
発
見
」
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
７
日
夜
に
は
、
御
門
主
・
御
鍵
役
・
真
城
氏
・
小
川
氏

に
御
臨
席
い
た
だ
き
、
今
法
要
の
厳
修
を
祝
し
て
、
記
念
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
銭
太
鼓
の
方
々
の
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
、

１
６
０
名
の
参
加
者
の
熱
気
に
よ
り
、
盛
大
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

三条教区宗祖親鸞聖人七百五十回後期御遠忌スローガン

「おめさん そろっと参ろうて！‐私を新発見‐」 （号外）２０１０年 １２月１日

上 巻 を 拝 読 す る 、 藤 坂 初 裕 氏

下 巻 を 拝 読 す る 、 源 川 秀 教 氏

野 浦 双 葉 座 に よ る 、 文 弥 人 形 公 演

田 口 ラ ン デ ィ 氏

武 田 定 光 氏

真 城 義 麿 氏

小 川 一 乘 氏


